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鯉が究極的には土鍵 降 雨との関連の下こ進行するものであるとし、う立場か らすれは

饉に よつ て も多 大 の影 響 を受 け るであ ろ うことば当 然 予測 さ九 る と ころ であ り，

この こ とを露 付 け る事実 が 既 に数多 くの 人 々に よつ て認 めら j・t てい る。

蝕の発琴は一般的に克 て地表流 去 水の発生が英憐になるのでらるが，

の衝撃 作用 王政 水に伴 う

その過敬 三雨 滴

土盛集合体 の徽枠分敵性お よび雨 水の凌 入透通速度 と怒接な関，繹

；あ る孔 脚 生に・より支虎 的 に特 徴 づ け られ る0 従 つ て バく軸抑 詩陀 い う舞妓 的 な面 か らの土

盛処理の問題は とりもなおさず植生維持智考慮 に入れた土勢 こ対する分散敏抗性 の附与 と，

ぐ⊂は な らな く， こr7）こ とは また安 達 な土 ⊇魂薄造 の発 達 に繋 る問

でもあ る。

有横物の添加は土 盛に対する垂 水分の補 給 と維持或 は分散 性の低 戚等多面的であ るこ と

は言．うまでもないが，堆厩 肥の施用に より耐水 性集合体 の安定に寄与 」，これに伴い透ノ水

鵬が促進 され水蝕の軽城中こ役立つ こ とは，各痘土塊に・つ いてなされ た過去 の試鹸 ㌢こ敬 して

も充牙認 められ る。 暖地の頓斜他 にあつ てはその立地的蛸境か らも堆厩 肥の搬 入は必ず し

も合 理鴇 の あ る手 段 と言い 得な い場面 が少 な くない。 しか し，最近 に お練 る耐 水 性 集 合体

の形成に槻 しての「 越の研究に よれば，堆廠肥に比 し寧ろ新鮮欄 物 の効 果が著 しく卓越

することがl僅認 され．有機物の膿横手投或ほそ叫 敏 貞と植生 とJ）関係等 の点 で若干問題が

残され るまで も，上 述 の如 き塊 噴 下 に一お け る水 蝕抑 制 の面 で も明 い希 望 が か け られ う。

士魂集合体の分散崩巌 の程度 は，そ の水分条件に より相違 し，毛管飽和状態 を岐界 とし

それ より水分過多或は脱水に従い棚沢 促進 され る事突か らも，降雨 直前に おけ る土鄭 〕乾

湿状態は術後の水蝕に 相当影響す るであろ うこ とが想定 され， 第 1義は この間の事情を真

宙す るもの と見 放 され る。 ま た この ことは感 慨地帯 に おけ る場 合 よ りも半乾地 帯 の 強 雨 甘

皮に他の事情が略 々同一な条件下にあつても特に南面向 き斜面 で何れ も水蝕の進行が急速

であ ろ うことを示唆 す る もの と考 え ら れる。

士魂の撹拝処理 と水放 との関係 は特に猿雨でない限 り当初はその処増の深 い場合旺雨 水

の藩 入透如 ミ良好に述過 し永由 抑制に有利に作 用す るが， しか し降雨回数を重ね るか或は

強度 の高い降 雨 条件 に・当つ て ほ ， 寧 ろ深 耕 こ より水 蝕 の増大 が認 、うられ 七い る。 これ ほ耕
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那義 隆 雨 前 の 土 垂 水 分 と水 飴 と の 関 係

増水 分 当 量

矧酉の水分戚粍 ヒこれに付随しての集合体の耐水性低下 土共に・ 一面非毛管孔細 富 む排

起層 を透瀕 した剛 くが下瓢土層 の溶透籠 に支配 され て一成の伏流 水としての行 動をとるた

めに 困 るもの と解 され る。斯 様 な 習癖 は 柑 こ暖 地に・おい て屡 々認 め られ る如 く・ 開貌 の 直

後故 ケ年細 に 水蝕 は 甚だ激化 す る こ とと’も 唱当 深い関 連 があ る もの と考 え られ・ また甘 藷

栽培 の行ほjl るある粕戸内側の 偵斜地にか て・ 麦作跡地の全面耕起は これ を努め て回避

し，挿 苗 部 位 の土 頻 のみ を埼 殊 な 耕 具 を以つ て捜 絆 す る‘′こ と ゞめ る慣 習 のあ る こ とが想 い

出されて興味がひかれる0
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